










研究目的 

グルコースー6 ｰリン酸脱水素酵素(glucose-6-phosphate dehydrogenase,以下 G6PD と略)

欠乏症は1956年米国でCarsonらによって発見された伴性遺伝性疾患で,赤血球酵素異常と

溶血との関係が解明された最初の赤血球酵素異常症である。本症発見以来溶血性貧血を生

じる遺伝性の赤血球酵素異常症は全部で16種知られるにいたったが,G6PD欠乏症の頻度は

世界で最も高く,熱帯・亜熱帯地域でその頻度は高いとされている。 

大半の G6PD欠乏症はふだん無症状で貧血はないが,マラリア治療剤,サルファ剤,解熱剤な

ど酸化的薬剤の服用後,ヘモグロビン尿を伴う急性溶血発作を呈し,ときに腎尿細管にヘモ

グロビンが沈着して急性腎不全を生じ,生命がおびやかされることがある。したがって,本

症を発症前にあらかじめ診断しておくことができれば,患者に溶血発作惹起薬剤のリスト

(表 1)を渡して,必要止むを得ない限り,できるだけ服用を避けるように指導することによ

り,少くも重篤な急性腎不全のような病態は回避できる。 

世界各国で本症の頻度調査がなされ,わが国の近隣の地域についても報告があり,それを表

2 1)に示した。われわれの従来行ったわが国の頻度調査では 0.1%程度と低頻度であったが

2),これは Beutler 法で一部の地域で行われたにすぎない。また電気泳動法と BeutIer 法を

用いての異常症例は 0.05%であった 3). 

今回われわれは濾紙に吸着した血液を用いて,新生児のマススクリーニングにも行いうる

ことが可能なホルマザンリング法 4）を G6PD 欠乏症のスクリーニング法として開発し,こ

れを用いて,わが国の地域別の頻度調査を開始したので,その中間成績について報告する。 


